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小学校外国語の導入に向けた準備状況 

 

 

１ 平成 29 年度までの３年間の取組 

(1) 広島県小学校英語教育推進リーダー研修（H27～29） 

  ・県内の各小学校に外国語教育推進の中核となる教員を育成することを

目的 

  ・国の中央研修受講者が講師となり，３年間で 350 名の小学校教員が受

講（広島市，福山市を除く） 

 

(2) 新学習指導要領を踏まえた小学校外国語教育の研究（H29） 

  ・カリキュラムの作成及び教科化に対応した指導方法を研究し，県内へ

普及することを目的 

  ・県内６校を指定 

 

 

 

２ 平成 30 年度（移行期間中）からの取組 

 (1) 新学習指導要領の趣旨，内容の周知 

・新教育課程説明会（県内９カ所） 

 

(2) 小学校外国語パワーアップ事業（H30・31）資料２参照 

 ・小学校教員の外国語教育に係る指導力向上を目的 

 ・県内 22 校を指定 

 ・パワーアップリーダー研修（県主催）を年間６回実施 

 ・各市町での研修（市町主催）を年間３回実施 

資料１ 

義務教育指導課 
平成 30 年 12 月４日 
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平成 30年度小学校外国語教育に係る事業展開イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワーアップリーダー研修（県主催：年６回） 

【内容】・授業研究を中心とした各領域に関連した指導方法等の研究及び成果の交流 

・大学教員等外部専門機関を活用した講義等の実施 

・全面実施に向けた国の最新の動向等の共有 

・英語力の向上（県のALT 等を活用） 

【対象】各指定校のパワーアップリーダー 

各市町研修（市町主催：年３回） 

【内容】・パワーアップリーダー研修を踏まえた授業研究による各領域に関連した指導方

法等の研究 

・全面実施に向けた国の最新の動向等の共有 

・英語力の向上（市町のALT 等を活用） 

【対象】各小学校等２名（原則，小学校外国語教育中核教員及び高学年担任） 

研修内容の伝達・普及 

小学校外国語パワーアップ事業 

指定校 22校（広島市を除く各市町１指定校） 

・新学習指導要領を踏まえた小学校外国語の指導方法，新教材の活用方法等の研究 

・指導計画の作成，実践及び成果の検証 

・研究成果の普及による小学校教員の外国語教育に関する指導力の向上 

・小学校教員の英語力向上 

◆パワーアップリーダー（加配）を各指定校１名配置 
【主な業務内容】 

・新学習指導要領を踏まえた小学校外国語の指導方法，新教材の活用方法，指導

計画の在り方についての研究及び普及 

・パワーアップリーダー研修への参加及び研究成果の交流 

・各市町研修において研究授業及び講義，演習等を実施 

・指導計画等の交流による小小，小中間連携 

参加 

各小学校等の校内研修等で普及 

資料２ 


